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Abstract─Hokkaido University started new undergraduate education in 1995 which integrated lib-
eral arts education and specialized one. Each school or faculty designs an integrated  curriculum which
is different from each other, but a core curriculum should be at least partly common all over the
university.  The core curriculum is important for students to bring their specialty into full play in
society after graduation. We have studied the content of core curriculum in general education since
1997 and provided a plan to reform the present curriculum. It turns out that the core curriculum  is
divided into six categories: 1) liberal arts basing on a single discipline including thoughts and ethics,
history, arts and literature, society and culture, and natural science, 2)  liberal arts basing on double or
triple disciplines including environments, health, and human,   3) general education seminar, 4) sports,
5) literacy including writing, information technology, statistics, and drawing, and 6) foreign languages.
Students have to study at least 4 topics form thoughts and ethics, history, arts and literature, society
and culture, and natural science, except for the topics of their own speciality.  Study of one topic from
the category 2) is required and one or two from the same category is recommended to take.
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1. はじめに

　高等教育機能開発総合センター高等教育開発研究

部では，平成７年度に学部一貫教育の課題について

（学部一貫教育研究会 1996），平成８年度に学部一貫

教育の課題の解決について（学部一貫教育研究会

1997,  阿部 1997)，平成９年度には全学部に共通のコ

アカリキュアムについて研究会を組織し，全学的な

視点での北海道大学の教育の在り方を検討してきた

（阿部ら 1998）。

　平成９年度のコアカリキュラム研究会では，コア

カリキュラムとは何かにはじまり，北海道大学の一

般教育の特徴，コアカリキュラムを必要とする理由，

教養教育と専門教育，専門教育からみた教養教育等

を検討し，コアカリキュラムの必要性を論議した（阿

部ら 1998）。ここでは，専門職業人が社会で専門性を

発揮するには，普遍的一般性，人間性，社会性，およ

び「知の技術」を身につけている必要があり，これが

あってはじめて専門的知識が社会で生かされるよう

になること，さらに大学人となるにしても教育者と

してのバランスや研究を支える創造性は，それらが

基本になることを確認した。また，哲学や芸術など人

間性と密接に関連している文系学部，とくに文学部

と，現代に必須の自然科学的なものの見方，純粋科学

を支える理学部がコアカリキュラムの教育において

重要な役割を果たすと考えられ，従って総合大学の

教育のコアは文学部と理学部が２本の柱となって支

えるという見方が有力であった。また，複数の分野を

統合したカリキュラムの重要性も「教養コース」とい

う形で強調された（長谷川 1997）。

　また，コアカリキュラムは，全学に共通する教育概

念の実現であり，大学の校風をつくるものであるこ

とも述べられた（阿部ら 1998）。北海道大学の教育

は，職業人の実体である人間そのものを全人格的に

発展させるための思考能力，態度習慣を身につけさ

せるものであることが期待される。

　近年の大学改革では，それぞれの大学の個性化が

強調され，大学の理念・目的・目標を明確にして，そ

れを実現するカリキュラムと教育体制を持つことが

求められている（大学審議会 1998）。北海道大学の理

念は，明確にはうたわれてはいないが，１）開拓者精

神，２）国際性，３）全人教育，４）実学の重視が自

明のこととされている。このうち開拓者精神は，パイ

オニア精神，高邁な志，ボーイズ・ビ・アンビシャス

等で表現され，最も頻繁に北海道大学を表現する言

葉として使われている。国際性は，北海道大学が欧米

の農学に基づいた実学教育のために発足したところ

からきている。実学重視は，今日的には大学の現実的

社会貢献をも意味するであろう。国際性は，また逆

に，北海道大学が北海道にあることの意味を問うこ

とでもある。全人教育は，創設時の精神をあらわすも

ので，豊かな人間性，高い知性，幅広い人間教育をう

たっている（北海道大学点検評価委員会 1992）。

　今日，各大学は，それぞれの理念をわかりやすく表

現し，それを具体化する仕組みを持つことが求めら

れている。北海道大学の生き残りの道は，理念と現実

の結びつきにあるといってもよい。いかに高邁な理

念を持ったカリキュラムを掲げても，効果がなけれ

ば現実のものとはならない。長期的な評価は卒業生

が社会に出てからの活躍で下されるが，もっと具体

的には卒業時の資質で判断される。そのために教授

法がきわめて重要であり，さらにコアを支える教育

体制の構築も必要となる。

　この報告書では，現在の一般教育のカリキュラム，

すなわち北海道大学において全学教育と呼ばれてい

るカリキュラムを具体的に検討し，コアカリキュラ

ムの視点で再整理することにする。

　なお，以下の記述において，カリキュラムをめぐる

様々な用語がでてくる。とくに，一般的に使用されて

いるものと，北海道大学固有の教科区分からくるも

のとの区別がわかりにくいところがあるので，本論

に入る前に用語について解説する。

　教科区分に関連して，「教養教育」「一般教育」「専

門教育」という語句が用いられている。とくに「教養

教育」と「一般教育」の区別は曖昧である。ここでは，

まず，「一般教育」と「専門教育」を対比させる。「専

門教育」は各学部の専門を中心に展開される教育で

ある。そのため，学部教官が学部の専門科目として授

業を行う。「一般教育」は，全学的体制において複数

学部に共通の科目として展開される授業である。こ

こでは専門教育の基礎となる「基礎科目」も含まれ

る。「教養教育」は「一般教育」の一部であり，教養

あるいはリベラルアーツとしての目標をもつ科目群

である。ここでは人間性を養うという目的からみた
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教育のことを指し，「全人教育」にも関係している。コ

アカリキュラムは，教養教育および現在求められる

必須の一般教育科目となろう。したがって，ここでは

一般教育にコアカリキュラムが含まれることになる。

　一方，北海道大学の一般教育を論じるときには，北

海道大学に固有の科目区分である「全学教育」という

言葉が用いられる。これは他の大学では「全学共通教

育」とも呼ばれている。「全学」とう語はすでに「共

通」という意味を含んでいるという理由で，「共通」の

語が削除されている。「全学教育」は，全学的支援に

より提供される「全学教育科目」からなる「全学教育

カリキュラム」に従って展開される。また，「全学教

育科目」は北海道大学に固有の名称をもつ科目に区

分される。「全学教育科目」は，「健康体育科目」「外

国語科目」「基礎科目（専門教育の基礎となる一般教

育科目）」を除いたあとの大部分は「教養科目」から

なっている。これについては後に述べる。これらは，

全学教育担当教員には自明の定義とされている。

　一般教育カリキュラムとコアカリキュラムについ

ては，前の報告書（阿部ら 1998）で詳細に論じられ

ているので参照されたい。

2. 北海道大学の全学教育カリキュラム

　平成７年度からの北海道大学の全学教育の教養科

目は，「純粋な教養」「純化された教養」のもとに主題

別科目として展開されることになった（北海道大学

1992, 1993）。それまでの教養部のカリキュラムにおい

て，西洋哲学，日本史，日本文学，西洋文学などの名

前で開講されていた科目が，それぞれの学問分野の

基礎科目や入門科目となって教養教育科目としての

性格が不明確となりがちであったことを是正するた

めの措置であった。これらの教養科目は，人文科学，

社会科学，自然科学の３分野に分類され，さらにそれ

ぞれの分野は３主題の科目群に分類されるので，総

計９主題となっている。各主題が科目名となってい

て，授業は各教官がその内容をあらわす講義題目で

実施することになっている。一方，従来どおり学問名

で講義を展開した方がよい科目は，「共通科目」とさ

れた。このときは，まだコアカリキュラムとは意識さ

れていなかったが，結果として，とくに主題別科目は

コアカリキュラムのよい分類となっている。

　北海道大学の全学教育の科目区分を表１にまとめ

て示す。この中の「論文指導」は，人文科学分野と社

会科学分野の科目の中で，受講者数を30名以内に制

限して，授業法として作文指導を採用している科目

である。主題別科目は，人文科学，社会科学，自然科

学の３分野のみの科目である。

　コアカリキュラムは，端的にいえば，上記のような

理念で行われる全学の学生に必須の教養科目である。

しかし，現在の全学教育においては，各教官は，コア

カリキュラムを意識して自らの科目を提供している

わけではないため，コア的主題ではあるが，内容はバ

ラバラであり，各担当教官の専門の切売りであると

いう批判が絶えなかった。担当教官のそれぞれが，コ

アとは何かという教養教育の基本を理解するととも

に，これを効果的に履修できるようにカリキュラム

を再構築し，さらに学生に対する履修の指導が必要

となろう。そこで，以下の方針で現全学教育のカリ

キュラムを検討した。

3. コアカリキュラム構築の方針
　

　全学教育カリキュラムの再構築の方針は，以下の

通りである。

　１）現行の全学教育カリキュラムを，コアカリキュ

ラムの視点から再編成する。

　２）教養科目を (1) 単一分野主題別科目 ，(2) 複合

分野融合科目に大きく分類する。単一分野主題別科

目は，従来の主題別科目と基本的には同様であるが，

コアカリキュラムの概念で再構築したものである。

複合分野融合科目は，従来から教養コースという呼

び方で議論していたものであるが（長谷川 1997），こ

の名称はカリキュラム全体との整合性が得られない

ため使わないことにする。しかし教養コースの基本

的な方針に従って，しっかりと設計されていること

を前提とする。

　３）健康科学は，従来，体育の授業の一環として実

施されていたが，必須の教養科目という概念に基づ

いてコアカリキュラムとして教養科目の中で展開す

る。

　４）体育学は実技中心であり，コアカリキュラムと

して独立させる。

　５）共通分野（表１参照）の科目区分を廃止し，こ
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れまでのものを教養科目あるいはリテラシー教育科

目という概念で展開する。

　６）総合講義は，１つの主題を中心に複数の学問分

野を統合したものである。，あるいは，複数の学問の

境界領域に介在する問題を取りあげるために，数人

の教官で担当する形で展開されてきたものである。

これは分野横断的な内容を持っている場合が多いが，

科目全体の目標が不明確で単なる寄せ集め的な内容

になっているものが多いと言われていた。そこでこ

れを廃止し，内容を吟味して単一分野主題別科目，あ

るいは複合分野融合科目の中で展開するようにする。

　７）一般教育演習は，１年次の学生を対象に，教科

区分にとらわれないテーマにより展開される小人数

の演習クラスである。教官と学生，学生と学生相互の

触れあいから，大学という新しい環境になるべく早

く適応させることを目標としている。複数の学部の

学生が混じり合うクラスであり，このような効果を

高めるため，今後とも充実させる。

　８）教養科目の人文科学分野と社会科学分野の科

目の中の論文指導科目は，授業において作文の添削

をくりかえすため，教官にとって手間がかかるとと

もに，開講コマ数が少ないことが問題となっていた。

区分 分野 授業科目

健康体育 健康科学
体育学

教養科目 人文科学分野 思想と心理
歴史と文化
言語と文学
（論文指導を含む）

社会科学分野 社会基礎構造
社会関係と社会行動
法と法律
（論文指導を含む）

自然科学分野 自然の構造としくみ
人間・環境と科学
数理の世界

総合講義
一般教育演習
共通分野 西洋古典語

論理学
心理学実験
経済学
情報科学
情報処理

基礎科目 自然科学分野A 物理
化学
生物学
地学
自然科学基礎実験

自然科学分野B 線形代数学
微分積分学
統計学

社会科学分野 経済学
法学

外国語科目 英語・ドイツ語・フランス語・中国語

表1. 平成７年度からの北海道大学全学教育科目
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一方，論文指導となっていない科目でも，作文指導が

行われいる科目が少なからずある。たとえば，一般教

育演習では一般に小人数授業であるために，作文指

導がよく行われる。たとえば，「わかりやすいレポー

トを書く」（シラバスの目標は上記の論文・レポート

指導と同じ）という科目もある。これは論文・レポー

ト指導を目標に，手段として一般教育演習を用いて

いるという場合である。これを上記の論文・レポート

指導と区別することはできない。したがって，論文・

レポート指導は，すべての単一分野科目のなかで展

開することができることにし，開講コマ数の確保は

ここで行うべきである。さらに一般教育演習でも，論

文・レポート指導を展開することができるようにす

る。一方，自然科学実験では，通常レポートを書かせ，

添削を行う。しかし，これらの科目では論文・レポー

ト指導を目的としているわけではない。レポートの

添削はあっても，論文・レポート指導とはみなすこと

ができないのはそのためである。

　９）教養科目へ開放できる学部専門科目はコアカ

リキュラムとは別に扱う。よく全学教育を履修して

いる期間中に，他の学部の専門科目を履修したいと

いう学生が現れる。意欲ある学生にはこのような履

修も大いに勧められることであるので，教養科目あ

るいは単位互換科目として認められるように学部の

履修規程を整備することが望ましい。

4. 一般教育コアカリキュラムと専門科目の構
築

　すでに前年度の報告書に論じたことであるが，専

門教育と教養教育では理念ないしはコアが異なると

いうことがしばしば問題となる（阿部ら 1998）。しか

しながら，現実に専門と教養の境界をなくすること

を目指して学部一貫教育体制を選択したのであるか

ら，その方向で進まなければならない。専門と教養と

いう両極はあるが，そのあいだに境界はなく，それぞ

れの学部において統合性を求めるのが学部一貫教育

の考え方である（舟水 1997, 阿部ら 1998）。

　学部単位で一貫教育のカリキュラムを構築する場

合，各学部の専門教育は学部教官で実施できるが，教

養教育は本来学部の専門性の枠を越えるものである。

したがって，総合大学では全学支援で教養教育を実

施することになる。その目的のため，教養部はなく

なっても全学教育を実施していく体制が構築され維

持されている。北海道大学では高等教育機能開発総

合センターの全学教育部が，学部代表による委員会

組織でこれを行っている。

　コアカリキュラムを構築する場合も，すでに教養

教育担当教官組織のない全学教育体制では，学部一

貫教育を基本に据えて考えていかなければならない。

学部一貫教育におけるコアカリキュラムを考えると，

学部のなかで共通するコアが見出され，全学的に実

施して行こうとすれば，結局はそれが全学教育のコ

アとも一致することになろう。先にも述べたように，

コアカリキュラムは教養教育と現在求められる必須

の一般教育科目であるから，一般教育の中にコアカ

リキュラムが含まれることになる。

　コアカリキュラムの概念に基づいて，現在行われ

ている授業科目を再編成すると以下のようになる。

　〈学部一貫教育教科区分〉

１．教養科目：コアカリキュラムからなる。

２．基礎科目：自然科学あるは社会科学系専門教育の

基礎となる科目で一般教育科目として展開する。

３．基礎専門科目：専門科目の導入科目である。

４．専門科目：学部教育の専門的主体をなす。

　以下にそれぞれの内容について説明する。

4. 1　教養科目

１）分野別科目

　単一分野からなる主題別科目（単一分野主題別科

目）で，「純粋な教養」としてのコアを意識し，各教

官の専門分野のあるものを一般学生向けに一般教育

として展開する。基本的にはこれまでの教養科目と

同様の科目で，通常１人の教官で授業が行われる。コ

アとなるテーマ（主題）のもとに教官の個性が反映さ

れた内容を示す講義題目をもつ。

　主題の内容が，次に示すように多様な分野に渡っ

ても，括弧内の学問分野名で示されるように，単一の

分野に基づいて構成される。ここで，各科目にはコア

を示すキーワードを３個まで順位をつけて示した。

　以下に，検討の過程がうかがえるように，初めに整

理された案（初案）とさらに現実的に整理した案（改

訂案）を示す。
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　はじめ主題は以下の９つに分類された。（現在のカ

リキュラムでも９つに分類されている）。

〈初案〉

(1) 思索の世界（哲学，倫理学，宗教学，数学，論理

学・・）

(2) 古典の世界（古典文学，古典思想学，古典語，古

典哲学・・）

(3) 歴史の視座（歴史学，考古学，数学史・・）

(4) 芸術と文学（芸術：音楽，美術，美学，日本文学，

中国文学，西洋文学・・）

（ここでは，全体のコア科目数をもう少し減らしたい

こと，(2) の担当教官数が少ないことの理由から，(2)と

(4) を合同させるという意見が出た。この場合は，「古

典と芸術」となる。一方，最も大学らしい(1)と (2) を

明確にさせるためにこのままでよいという意見もあ

る。）

(5) 社会と制度（社会学，政治学，法律学，経済学，・・）

(6) 文化と社会（人類学，文化人類学，文化・・・）

（これを「異文化理解」とするという意見もある。

しかし，「文化と人間」「都市学入門」「社会と人間」

など，文化や社会そのものの理解をテーマとして

いる授業が多いのでこのままとした。）

(7) 人間の科学（健康科学，心理学，遺伝学，・・）

(8) 科学技術と人間（科学史，科学哲学，環境科学，

情報科学・・）

(9) 自然の法則（物理学，化学，生物学，地学，宇宙

学：基礎科目とは別に教養科目として展開する）

〈改訂案〉

　上記の案を，履修をより現実的にするためさらに

以下のように整理した。ほぼ現在の教養科目の人文

科学，社会科学，自然科学分野の主題別科目に対応す

る。しかし，部局にとらわれない提供を可能にするた

め，３分野９主題の縛りをはずした。現在の９主題は

新しく５主題に整理し，コアの性格を明瞭にした。

分野別科目（主題別科目）

(1) 思索と古典（哲学，倫理，科学哲学，科学史，宗

教，論理，古典哲学，古典思想，古典語，古典文

学，・・）

(2) 歴史の視座（日本史，東洋史，西洋史，考古学，数

学史・・）

(3) 芸術と文学（音楽，美術，美学，日本文学，中国

文学，西洋文学・・）

(4) 社会と文化（社会，政治，法律，経済，人類，文

化人類，北方文化・・・）

(5) 自然のしくみ（物理，化学，生物，遺伝，地理，地

球，宇宙，・・・）

　なお，「芸術と文学」などの主題は，複数の分野に

関連するという意味ではなく，「芸術」および「文学」

という意味である。「社会と文化」についても同様で

ある。

　ここで，とくにこれまで北海道大学では注目され

ていなかった「芸術」の重要性を指摘したい。北海道

大学にはかつて音楽科があり，出身者の中には現在

活躍中の音楽関係者も少なくない。総合大学におけ

る芸術の重要性は，平成９年に高等教育開発研究部

が主催した「高等教育に関する国際ワークショップ

─これからの大学教育と教育評価」においてもとり

あげられた（高等教育ジャーナル 1997）。芸術は、文

系と理系を統合し，一般教育と専門教育のあいだの

垣根を除去するのみならず，大学のあらゆる面にお

ける創造的努力の中で中心的な役割をになうという

（Jenkins 1997）。現在の全学教育の科目にも，芸術関

係の科目も多少は含まれている。これらの科目に新

たな科目を加え，あるまとまりとして目立つように

したい。

　上記の５主題を５分野とし，各講義題目を主題と

するような分類の仕方も可能である。

２）複合科目

　複数の分野を融合する科目（複合分野融合科目）

で，学部または分野を横断する型の科目群である。こ

れは「統合の時代」のカリキュラムとも言える(注１)。

ここでは，いわゆる理系と文系の分野が融合される

ことが望ましい。１つの科目の中に２あるいは３分

野の内容が含まれることになる。このような科目の

内容については，以前に「教養コース」の問題として

論議された（長谷川  1997）。

　考え方としては現在の総合講義と似ているが，こ

こでは単なる寄せ集めではなく，統合の必然性が分

かるように，担当教官全員が協力して授業全体を

しっかり設計することが必要である。内容の濃いも
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のを期待するので，15回の授業を10人あるいはそれ

以上の教官で担当するものは，この分類から除外す

べきである。担当教官は多くて４人程度が限界であ

ろう。現在の総合講義のうち，単一分野のみをカバー

するのものは組み直して，「分野別科目」に移動する。

単に学部の紹介のようなものや学部一貫養育におけ

る学部概論的なものは，学部教育で展開するのが適

当であろう。

　一方，従来からある分野融合的な科目を「複合科

目」として再構築する場合は，つぎの点を考慮すべき

である。

・１分野１単位づつの２分野統合もよいが，全体の

設計がしっかりしている必要がある。

・２期連続のもの（シリーズもの）も歓迎する。シ

リーズものとは，同じ講義題目で前期と後期にわ

たる科目で，この２科目を連続履修することでよ

り理解を深められる性格の科目である。このよう

な科目は，学生には連続履修が勧められるが，ど

ちらか一科目履修も認められて良いであろう。

・授業設計がしっかりしたものは１期でもよい。

　それぞれの学問においては，現実には異なる学問

分野が融合・連携していることが多い。したがって，

分野を異にする教官が連携して授業を担当すること

は普通に行われるべきである。とくに理系中心の内

容の科目に文系の教官が参加することが推奨される。

たとえば今日的主題である「環境」においては，自然

と人間の関わりが重要である。人間も自然の一部で

あるという視点に加えて，経済や法律上の議論がな

ければ，環境保全は現実の問題にはならない。環境は

「複合分野科目」の最も代表的なものである。

　複合科目は以下のように，まとめられた。

〈複合科目（主題別科目）〉

(1) 環境と文明（環境，科学，技術，都市，自然・・・

＜たとえば，環境保全，環境汚染＞）

(2) 健康と社会（健康，スポーツ，医療，・・・＜たと

えば，高齢社会，癌と医療＞）

(3) 人間と文化（心理，精神，・・・＜人間を社会的な

面からとらえる＞）

３）特別科目

　大学全体として企画する特別科目で，広い意味の

複合科目である。昨年度から「北海道大学の人と学

問」として北海道大学の総長，副学長，および数人の

学部長が協力して行う講義が600人近い受講者を集め

て行われている。また，「 大学と社会」という講義名

で社会的に活躍している北海道大学の卒業生による

講義も行われている。今後もユニークな独自の複合

分野科目を開発し，科目数を増加していくことが望

まれる。

３）体育学

　体育の実技はほとんどの学部で必修となっている。

したがって，体育学はコアとして認められている科

目である。

４）リテラシー教育科目

　現代に必須の「読み書き算盤」に相当する科目群で

ある。

(1) 文書指導：現在，論文指導として展開されている

科目であるが，論文の文書指導というよりは，論理的

文章を書く作文指導であり，レポートとその添削に

より授業が構成される。現在は，文系科目のどの科目

においても，レポートとその添削を相当程度行えば

「論文指導」を標榜することができる。レポートの添

削は分野にかかわらずできるはずなので，主題別科

目に加えて一般教育演習のどの科目でも論文指導科

目とできるようにする。

(2) 情報処理（情報処理学，情報科学，統計学，コミュ

ニケーション）：コンピューターの使用法，情報収集

法，コンピューターによるナビゲーション授業がこ

こに入る。統計学も情報の整理の１つとみなされる

のでここに入れる。

(3) 図形科学：建築工学，機械工学志望等に必須のコ

ア科目である。

５）外国語科目

　外国語能力（言語能力，文法力，異文化理解）の獲

得を目標にする科目。英語，ドイツ語，フランス語，

中国語等の現在の外国語科目がこれに相当する。英

語は現在では必須のコア科目であることは言うまで

もない。

６）一般教育演習

　一般教育演習は，現在と同じ目的と形態で展開し，

受講者数を20人程度に制限して演習形式で行う。

　フレッシュマンセミナーは，一般教育演習の特別

科目として開発された科目である。平成９年度と 10

年度に学内教育研究総長裁量経費で，「北海道大学附
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属施設を利用したフレッシュマン教育：北海道大学

演習林・牧場を活用した自然・農業・人間に関する教

養教育」が農学部を中心として試行された。牧場（日

高），演習林（雨龍）などの附属施設を利用する４泊

５日のプログラムで，自然と人間の関わりを体験的

に学ぶものであった。１年生の学生25人程度を対象

とした（阿部ら 1998, 清水ら 1999）。平成11年度に

は，水産学部においても１年生の学生40人程度を対

象として，練習船や水産実験所を利用するプログラ

ムが計画されている。

　このセミナーでは，自然と人に係わるフィールド

研究を体験すること，関連するテーマについて討論

すること，関連するテーマでグループ研究発表を行

うなどが目標とされている。それぞれのフィールド

研究を専門とする教官，文系教官，グループ学習法を

支援する高等教育開発研究部の教官などがさまざま

な視点でこの試行に参加した。参加学生はこれまで

のところよく討論に参加し，能動的に行動して，その

教育効果が高いことを証明した。また，異なる学部の

学生が「同じ釜の飯を食う」ことで交友も広がり，学

生の間の評判もよい。このようなフレッシュマン教

育は，北海道大学らしい科目として，単位化して定着

させることが望まれている。また，火山研究所，臨海

実験所など他の施設への拡大も期待されている。

　ただし，参加可能な学生は，今のところ全部合わせ

ても100人程度である。さらに，試行に参加した学生

の多くが，単位化に反対しているという事実もある。

これは，単位化した場合，単位取得のみを目的として

学習動機に欠ける学生が多く参加してくることを恐

れるためである。正規のカリキュラムに加えるため

に単位化は避けられないとしても，他の一般教育演

習とは別の履修要件が必要であろう。たとえば，一般

教育演習１科目を必修としている学部の場合，これ

以外の科目も履修すること，フレッシュマンセミ

ナーは進級要件にしない，などの条件が必要になろ

う。　

4. 2　基礎科目　　　　

１）自然科学基礎科目

　専門科目の基礎として展開される(1) 物理学，(2) 化

学，(3) 生物学，(4) 地学，(5) 自然科学基礎実験：物理学

実験，化学実験，生物学実験，地学実験，(6) 心理学実

験，(7) 数学（線形代数，微分積分）の７科目で，積み

上げ式の体系的内容を持つものである。

　教養科目の「自然のしくみ」においても，物理，化

学，生物などの内容を題材に展開する授業があるが，

その目的は，「自然のしくみ」について一般的考え方

を身につけることにある。一方，この自然科学基礎科

目では，「物理」「化学」「生物」「地学」そのものが主

題であり，それぞれが専門で学ぶ科目の基礎となる。

　ここで，物理・化学と生物・地学のそれぞれの組み

合わせにおいては教育の目標が異なるであろう。す

なわち，物理・化学は知識の体系や学習の順次性が重

要であり，現実に全学共通のシラバスで授業が展開

されている。この２つの科目では，専門科目を学ぶに

当たってあるレベルに到達することが必要である。

そのためには，高校時代に履修してこなかった学生

に対してはあるレベルに到達するまで学力をつけさ

せる補習授業あるいは特別授業が必要になろう。こ

れによって高校卒業レベルに到達させ，それぞれの

学部でさらに固有のレベルに到達させる授業が必要

となる。

　一方，生物・地学の授業は，担当教官により内容が

異なる。これらの科目の担当教官は，それぞれの専門

と密接に関連した講義を展開する傾向にある。ここ

では，知識の体系というよりは，たとえば生物学的発

想法あるいは地学的発想法，あるいは考え方を理解

させることが目標となっている。入学したばかりの

学生に対しては，そのテーマについて何も知らない

ことを前提にして講義を開始しなければならない。

しばしば，耳にする「生物あるいは地学を履修してこ

なかった」ことがハンディとなるような授業は望ま

しくない。

　さらに，これらの科目が学部の専門科目を学ぶ上

での基礎となるためには，学部の要求するレベルに

合わせた授業の展開が必要である。例えば，生命系の

学部の学生に工学部建築系の学生と同じ力学を教え

ることは適当ではない。

２）社会学基礎科目

　上記の自然科学基礎科目と同様の趣旨で，「経済

学」「法学」の基礎科目がここに分類される。

4. 3　基礎専門科目

　学部専門科目に直結し，専門科目に必須となる基
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礎科目は，専門科目として扱うが，その中にはかなり

一般性を持つものがある。各学部のこのような科目

は，他学部へも開放し，単位互換ができるようにする

べきである（吉野 1997）(注２)。なお，各学部において

単位互換を可能とするための規定の整備が必要であ

る。

4. 4　専門科目

　専門科目の一部も他学部へ開放し，これを教養科

目として認めることができるようにする。そのため

同じく単位互換科目にするための規定の整備が必要

である。

　

　以上の検討から，表２のような科目区分を提起す

る。

5. コアカリキュラム履修の指導

　コアカリキュラムは，自由選択では目的を達成し

得ない。たとえば教養科目の単一分野科目(1) 思索と

古典，(2) 歴史の視座，(3) 芸術と文学，(4) 社会と文化 ，

(5) 自然のしくみのうち，将来の専門とする主題をの

ぞく４科目は必修となろう。 複合分野科目の(1) 環境

と文明，(2) 健康と社会，(3) 人間と文化，から１科目を

必修とし，別のものかあるいはシリーズものから２

科目履修が勧められる。一般教育演習は必修とする

が，フレッシュマンセミナーは選択とする。他は，現

在の履修要件と同様とする。

　表３にある理系学部学生の履修形式を想定して示

した。教養科目の中で専門教育で学ぶものについて

は必修にはしていない。この表は単なる例示である。

各学部学系で，上記のコアカリキュラムの概念を考

慮して履修要件を決めていかなければならない。そ

れぞれの学部において必修科目，選択必修科目（選択

も入れた必要な単位），および選択科目を指定しなけ

ればならない。

　選択も入れると全体で59単位であるが，必修のみ

では49単位である。主題別科目，一般教育演習，お

よびフレッシュマンセミナーからなるコアカリキュ

ラムとしては18単位であり，決して多くはない。必

修のみでは12単位となる。現在の医学部の例をみる

とここに24単位をあてており，実際にはもっと多く

の科目を履修している。20から22単位ほどを必修（選

択必修）とし，あとは選択としたらどうであろう。そ

の他の専門基礎科目や専門科目は，専門コアとして

必須となるものは自明であろう。これは学部により

別々に決められるはずである。また，履修単位の上限

という考え方もいれたバランスのよい履修指導も必

要である。

　いずれにせよ，今回のカリキュラム再編案は現実

的に無理がなく，コアカリキュラムの概念がわかる

ように科目が区分されている。各学部における履修

指導は，これを現実に採用する段階でさらに検討す

ることになろう。

　専門以外の科目，すなわち全学教育（全学共通科目

および他学部開放科目，単位互換科目）の履修時期

は，専門を支える科目でもあるため，一般には入学早

期に集中的に履修されることが多い。一方，専門教育

を受けながらの履修も効果があり，４年間で履修で

きる仕組みも必要である。しかし，とくに理系の多く

の学部では，体系的専門科目中心の学年となると，全

学教育科目を履修することは困難となることにも留

意したい。

　

6. 科目担当体制─責任部局制について

　全学教育を有効に機能させるためには，科目を提

供する体制を重視しなければならない。北海道大学

では，旧教養部担当教官のポストを引き受けた部局

が中心になって全学教育科目の提供を行う「責任部

局制」がとられている。さらに，平成11年度からは，

以下のような新しい体制で全学教育を強化すること

になっている。

　全学教育の科目担当責任は，科目の企画責任と授

業担当責任に分けられている。

１）責任部局は，該当科目に対する企画責任を負い，

受けついだ旧教養部担当教官数に応じた授業分担

責任をもつ。

２）科目の準責任部局は（医学部保健学科移行に伴

い）配属された一般教育担当教官数に応じた授業

分担責任をもつ。

３）その他，全ての部局（責任部局，準責任部局を含

むすべて）で全学教育に対する応分の授業を分担
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表2. 学部一貫教育科目区分　　　

１．教養科目*
分野別科目（主題別科目） 　キーワード**

（１）思索と古典 哲学，倫理，科学哲学，科学史，宗教，論理，
古典哲学，古典思想，古典語，古典文学，・・・

（２）歴史の視座 日本史，東洋史，西洋史，考古学，数学史・・・
（３）芸術と文学 音楽，美術，美学，日本文学，中国文学，西洋文学・・
（４）社会と文化 社会，政治，法律，経済，・・・

人類，文化人類，北方文化・・・
（５）自然のしくみ 物理，化学，生物，遺伝，地理，地球，宇宙，・・・

複合科目（主題別科目）キーワード
（１）環境と文明 環境，科学，技術，都市，自然・・・
（２）健康と社会 健康，スポーツ，医療，・・・
（３）人間と文化 心理，精神，・・・

特別科目（主題別科目）（大学で企画する複合科目）

一般教育演習
フレッシュマンセミナー

体育学

リテラシー科目
（１）文書指導
（２）情報処理

情報処理学
情報科学
統計学

（３）図形科学

外国語（言語能力，文法力，異文化理解）（外国語I，外国語 II，外国語演習）
英語，ドイツ語，フランス語，中国語，ロシア語，スペイン語，イタリア語・・・　　

　　　　　
２．基礎科目*

自然科学基礎科目
物理学
化学
生物学
地学
自然科学基礎実験（物理学，化学，生物学，地学）
心理学実験
数学（線形代数，微分積分）

社会科学基礎科目
経済学
法学

３．基礎専門科目

４．専門科目

*  １と２ は，全学教育として実施する。

**各講義題目は，重要な順に３個までのキーワードをもつが，できるだけ１つのキーワードとする。
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　　表3. ある理系学部学生の科目履修表　（各科目の単位は現単位と同様とする）

１年前期 １年後期 ２年前期 単位

１．教養科目　　　　　　　　　　　
分野別科目（主題別科目）
（１）思索と古典 　必修 ２
（２）歴史の視座 　必修 ２
（３）芸術と文学 　必修 ２
（４）社会と文化 　必修 ２
（５）自然のしくみ   　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　 小計８　　　　　　　　　　　　　　

複合科目（主題別科目）
（１）環境と文明 　必修 　選択 ４
（２）健康と社会　　　
（３）人間と文化　　　　　　 小計４

特別科目（主題別科目）（大学で企画する複合科目） 　選択 ２ 小計２　

一般教育演習 　必修 ２　
フレッシュマンセミナー 　選択 ２ 小計４

体育学 　必修 　必修 ２ 小計２

リテラシー科目
（１）文書指導 　必修 （単位は教養科目に含まれる）
（２）情報処理
　　　情報処理学 　必修 ２
　　　情報科学
　　　統計学 　必修 　必修 ４
（３）図形科学 小計６

外国語（言語能力，文法力，異文化理解）
（１）英語 　必修 　必修 　必修 ６
（２）ドイツ語 　必修 　必修 　必修 ６
（３）フランス語
（４）中国語
（５）その他
（６）外国語演習 　選択 　選択 ２ 小計14

２．基礎科目
自然科学基礎科目
（１）物理学 　必修 　必修 ４
（２）化学 　必修 　必修 ４
（３）生物学 　必修 　必修 ４
（４）地学
自然科学基礎実験
（１）物理学 　必修 １
（２）化学 　必修 １
（３）生物学 　必修 １
（４）地学
心理学実験 　必修 ２
数学
（１）線形代数 　必修 ２
（２）微分積分
社会科学基礎科目
（１）経済学 小計19
（２）法学 総計59
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し，全学の教育を支援していく体制を機能させ

る。　

４）各部局に科目責任者をおいて全学的実施体制，と

くに科目責任体制を強化する。

　全学教育科目はすべての学部のカリキュラムのか

なりの部分を占める。しかも，全学的な合意のもとに

実施されるものである。全学教育科目は学部一貫教

育の一部なのであって，学部教育と別のものではな

い。平成11年度からは，教務委員会が強化され，全

学の教育に係わる問題を具体的に審議することに

なった。学生の立場から見ると，教育は学部一貫教育

で展開されるので，全学教育と専門教育の境は意識

されない。全学的な相互協力により提供される全学

教育科目，他学部開放科目，単位互換科目の科目提供

と実施，履修体制などは全学的視点で総合的に検討

される必要がある。コアカリキュラムにもとづいた

教養教育は，全学の教育を扱う教務委員会とセン

ターの全学教育体制との連携に支えられることにな

る。

7. 最後に

　コアカリキュラム研究会では，大学におけるコア

カリキュラムについて２年にわたって検討を続け，

以上のように全学教育のカリキュラムを見直し，コ

アカリキュラムの視点からそれを再構築する案を提

示した。大学教育におけるコアカリキュラムの必要

性については，すでに前年度の報告書で詳細に述べ

ており（阿部ら 1998)，この報告でも触れた。総合的

視点をもつための芸術，時間軸に沿った考察を行う

ための歴史，地理的なセンスを養うのに有効な演習

林，牧場，練習船などを利用したフレシュマンセミ

ナーなど，各科目の意義や相互の関係も明確にして

いきたい。

　理念上の議論が先行し，これを現実に具体化しよ

うとするとき，受け手の学生を忘れがちになること

に注意しなければならない。現実は理想通りには進

まない。高邁な理想を持つカリキュラムを実現しよ

うとすると，教官からの一方的な知識注入になりが

ちである。どんな立派なカリキュラムも学生がつい

てこなければ意味がない。教育は，学生を中心に現実

的に実施していかなければならない。とくに最近は，

学生の質は以前と大きく異なっている。以前のエ

リート学生の時代の教授法は通用しなくなっている

し，知識注入を中心の授業はもはや有効ではない（大

学審議会 1998）。変化の急速な社会においては，課題

探求能力の育成，すなわち，課題を見付け，これを解

決していける能力の育成が求められている。このた

めには，教育を教授型から学習型へ転換し，社会と連

携をとって学習するなど，新しい考え方で教育にあ

たらなければならない（Barr and Tagg 1995, 阿部・寺

沢 1997）。すなわちカリキュラムの改革は， 参加型授

業の導入など教授法の改革を必然的に伴うことにな

る（阿部 1996, 阿部・寺沢 1997, 阿部ら 1998, 1999）。

また，授業効果をあげるためのメディア利用教育を

推進することもこれからの方向であろう（阿部 1996,

阿部 1997,  阿部ら 1999）。

　北海道大学のコアカリキュラムの検討と実施は，

北海道大学の教育理念を具体的に達成していくため

の努力でもある。ここには，高校教育と大学教育との

接続，入試の改革，大学院教育との関連など検討すべ

き課題も多い（小笠原ら 1999, 阿部ら 1999, 渡邊 1997,

野口ら 1998, 小沼ら 1999）。 高等教育開発研究部は，

北海道大学において教育の現実的課題を具体的に問

題解決するための研究を重要な任務の１つと考えて

いる。ここでの提案をもとに現実にカリキュラムが

改革され，教育がさらに改善されていくことを期待

する。

注

　 1. 大阪大学や名古屋大学の共通教育カリキュラム

は全体的にこの型を採用している（阿部ら 1998）。大

阪大学では，文化と交流（国際社会と現代，言葉と文

学，言葉と文化），環境と人間（自然と人間，文化と

人間，社会と人間，健康と人間），科学と自然（自然

と認識，現代と宇宙観，現代と生命観），名古屋大学

では，世界と日本（近代世界のあゆみ，世界の中の日

本，文化と接触と交流），生涯健康とスポーツ（生涯

健康と青年期，現代社会と生涯スポーツ）なとなって

いる。

　 2. たとえば，九州大学では，原則としてすべての

専門科目は，他学部開放科目となっていて，必要単位

数はこの履修を含めて計算している。
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